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 ３）東京大学多国語処理研究会　　http://www.l.u-tokyo.ac.jp/ GT/ 
 ４）フォントトレーサビリティシステム　　http:// www.uidcenter.org/japanese/press/TEP040310.pdf
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論文を 2005 年 11 月に発表した（Angew. Chem. 


























蘯 医薬品の中で最も重要とされる 1382 の化合物１）
と Beilstein database に登録されている化合物の
分子量分布はほぼ同じであった。


















Advanced Synthesis & Catalysis Research（ASC化研）藤原 祐三 氏の投稿をもとに科学技術動向研究センターにて作成
参　考 １）　Medical Essential Drug Database
 ２）　Chemical Market Reporter,March 7,2005
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 ２) 外国の立法225（2005年8月）、http://www.ndl.go.jp/jp/data/publication/legis/225/022509.pdf より
科 学 技 術 動 向　2006年 2月号
6 7Science & Technology Trends   February  2006



































































科 学 技 術 動 向　2006年 2月号
8 9Science & Technology Trends   February  2006













































































① EGNOS： European Geostationary Navigation Overlay 
Service
②ECOREIL：EGNOS Controlled Railway
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 その他の分野 TOPICS Others




















































































































ている。人工林面積は 1,036 万 ha
で、森林面積の約４割を占めてい
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04）  Ishizaki,T., et al. : Studies of 
prevalence of Japanese cedar 
pollinosis among the residents in 
a densely cultivated area, Annals 
of Allergy, 58, 265‐270, 1987.























12）  Cox, L.S., Sublingual Immunotherapy：
  State-of-the-Art, ACAAI 2005 
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1   はじめに蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆
　ナノテクノロジーとは一般に１
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Gaussian や GAMESS が、後者で
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 NNI Strategic Plan（2004. 12）を元に、科学技術動向研究センターにて作成
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　NNIN/C の ソ フ ト ウ ェ ア 群
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ナノテクノロジー開発の促進に向けたナノシミュレーション技術の普及
society technologies（IST）」 と
「Nanotechnology and nanosciences, 
knowledge-based function materials, 


































‘Nanotechnology Computer Aided 
Design（NANOTCAD）’（2000 年
1 月～ 2003 年４月）及び‘Network 
of Excellence on Nanoelectronics
（PHANTOMS）’（2000 年 12 月

















































っ て い る の は、FP6‐NMP の
‘Nanoscale Quantum Simulations 
for Nanostructures and Advanced 
Materials（NANOQUANTA）’
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5   ナノシミュレーション技術普及のためのモデルフロー蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆
図表５　 ナノサイエンスの先端シミュレーション技術の普及を効果的にするための構図
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で 1998 年度 17 件、1999 年度４件、












































































































6   シミュレーション技術の普及に関する日本の現状蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆
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02）  http://developer.intel .com/
technology/silicon/micron.htm
03）  21 世紀の産業革命　コンピュー
ターシミュレーション第６章（ア
ドバンスソフト、東京、2005）
04）  Quantum Transport‐Atom to 
Transister, Supriyo Datta（CUP、 
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ナノテクノロジー開発の促進に向けたナノシミュレーション技術の普及
Cambridge、2005）
05）  G.‐C. Liang and A. W. Ghosh, 
Phys. Rev. Lett. 95, 076403（2005）．
06）  A. Laio and M. Parrinello, Proc. 
Natl. Acad. Sci. U.S.A. 99, 12562 
（2002）．
07）  Y. Tateyama, J. Blumberger, M. 
Sprik, and I. Tavernelli, J. Chem. 
Phys. 122, 234505（2005）．









10）  Official site of NNIN：http://
www.nnin.org/
11）  Official site of NNIN/C：http://
www.nnin.org/nnin_compsim.html




14）  Official site of NanoHUB：
 http://www.nanohub.org/




17）  Official site of FP6：
 http://fp6.cordis.lu/index.cfm?
 fuseaction=UserSite.FP6HomePage
18）  Official site of FP7：
  http://www.cordis.lu/fp7/home.html




21）  Official site of ESF：
 http://www.esf.org/
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2.53億 kl、 9,100 万 ～ 8,100 万 kl
で、全エネルギーの 46 ～ 44％、
15 ～ 14％に、2030 年では、2.56
























レファレンス 現行対策推進 追加対策 レファレンス
一次エネルギー
国内供給
512 576 602 585 569 607
エネルギー別区分 実数 構成比 実数 構成比 実数 構成比 実数 構成比 実数 構成比 実数 構成比
石油 271 53％ 263 46％ 258 43％ 247 42％ 236程度 41％ 233 38％
LPG 19 ４％ 19 ３％ 19 ３％ 19 ３％ 17程度 ３％程度 23 ４％
石炭 86 17％ 111 19％ 111 18％ 105 18％ 101程度 18％程度 106 17％
天然ガス 53 10％ 80 14％ 91 15％ 86 15％ 81程度 14％程度 108 18％
原子力 49 10％ 69 12％ 85 14％ 85 14％ 87程度 15％程度 90 15％
水力 22 ４％ 19 ３％ 21 ３％ 21 ４％ 21程度 ４％程度 20 ３％
地熱 ０ ０％ １ ０％ １ ０％ １ ０％ １程度 ０％程度 １ ０％

















科 学 技 術 動 向　2006年 2月号
































































1985 1990 1995 2000 2003
日本 4,435（7.6） 5,305（8.1） 5,784（8.4） 5,576（7.4） 5,451（7.0）
中国 1,810（3.1） 2,255（3.4） 3,390（4.9） 4,985（6.6） 5,982（7.7）
アジア（日本・中国を除く） 3,535（6.1） 5,360（8.2） 8,014（11.6） 9,406（12.5） 10,174（13.0）
アメリカ 15,170（26.0） 16,305（24.9） 17,725（25.6） 19,701（26.2） 20,071（25.7）
ドイツ 2,670（4.6） 2,710（4.1） 2,882（4.2） 2,763（3.7） 2,664（3.4）
フランス 1,790（3.1） 1,910（32.9） 1,893（2.7） 2,007（2.7） 1,991（2.5）
イタリア 1,730（3.0） 1,930（2.9） 1,987（2.9） 1,956（2.6） 1,927（2.5）
イギリス 1,630（2.8） 1,760（2.7） 1,757（2.5） 1,705（2.3） 1,666（2.1）
ロシア 4,910（8.4） 5,015（7.7） 2,934（4.2） 2,474（3.3） 2,503（3.2）
中東 2,980（5.1） 3,395（5.2） 4,028（5.8） 4,320（5.7） 4,480（5.7）
その他 17,765（30.4） 19,535（29.8） 18,766（27.1） 20,361（27.1） 21,203（27.1）
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　1919 年、米テキサスで設立。従業員 85,000 人、100 カ国以上で活動。現
在 2 社制。ESG：石油・天然ガス、上流のサービス、工業、建設。KBP：石油・
天然ガス、中下流のサービス、工業、建設。高度 MWD（Measurement While 
Drilling）、LWD（Logging While Drilling）技術／地下実写、生産、災害防止。



























年   0 3 ～ 5年 6～ 10年
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文献５）（P. 31）、Kvenbolden 1999 より
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01）  今日の石油産業 2005、石油連盟、
経済産業省
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